
大草満氏 

 

1. 立候補を決めた理由を教えてください 

・37 年間小学校教員として勤務させていただいたので、子どもたち、保護者の方々、校区の皆様、そして、
現場で働く教職員、沼津の教育界に恩返しをしなくてはならない。 ・地域の皆さま、そして地域の歴史と文化
に支えられて豊かに生活できた。その恩返しとして地域と行政のパイプ役を担いたい。 ・人生の指針である「一
隅を照らす」存在として、世のため人様のために働きたい。 
 

2. 沼津市が現在抱えている最大の課題は何で、どのような対応策が必要
だとお考えですか 

・現在の課題は人口減対策だと考える。 
・人口減の原因は複合的な要素が考えられるが、主な対応策として3 点をあげたい。「避難タワーなどのハ

ード面と地域と学校が連携した人的災害対策などのソフト面での防災対策の充実」「子育て世代への経済的支
援と制度的整備」「国や県と連携した企業誘致による地元就職者の増加」等の対策が必要だと考える。 
 

3. 沼津駅付近鉄道高架事業により沼津市の再生は可能だと考えますか。
可能だとすれば、 そこには、どんな因果関係があると思われますか。 

再生の鍵は人流、物流の活性化にある。本事業により、南北の交通円滑化が実現し、人流、物流の活性化が
図られ、渋滞解消、企業誘致等の促進が期待できる。また、周辺整備により、大型商店等の進出による中心地
の活性化が進み、災害時には、緊急大型車両の通行が可能になり、災害対策面からの期待もできる。本事業を
生かす有効な施策に取り組むことにより再生は可能だと考える。 
 

4. 沼津市の人口減少について、国の関係機関の予測を上回るような沼津
市当局が考えている合計特殊出生率の達成は可能だと思われますか。
移住・定住策で何か、お考えはありますか。 

合計特殊出生率は目標として必要なものであり、その達成に向けて有効と思われる施策に取り組みたい。安
全安心なまちづくりのための防災対策に取り組むと共に、子どもが生まれた時点から就労までを見通した子育
てへの相談支援体制の構築が大切である。様々な課題を抱えた子ども、保護者の方々が安定した家庭、学校、
地域での生活ができる環境をつくることが重要であると考える。 
 
 


